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＜連絡事項＞

· 本日13：00より立ち入り調査実施。1/30　13：30より実地指導実施予定。

· 1/30　月報作成となっている為、各リーダーは作成する事。

· スタッフオフィス・スタッフロッカー室の環境整備を確実に行う事。

· 2/1より、記録の日付の記載について統一する事。記載方法は【´09年○月◇日】となる。

· 2/2・2/3　17：30より法人研修実施予定。勤務を確認し出席表に入力する事。

　　場所：青南病院　４階　メモリアルホール
　　内容：「ＫＹ（危険予知）の意識を高めようについて」
＜外来患者様情報＞

・長瀬紘一郎様～先日の転倒の傷を見せている。3/13平和病院受診するとの事。

・中居　松男様～「体重は66kgが丁度いい」と話しており、「食べ過ぎてしまう」との事。

・大久保康弘様～「お金は考えて使っている。やっと考えてお金を使えるようになってきた」と話している。先週リントンが増薬になっている為、経過観察する事とする。

・平　康子　様～本日採血実施。尿検査異常なし。風邪症状なく、頭痛も無いとの事。「GHからデイケアまで坂が多くて歩くのが大変だ」と話している。

・船場　幸子様～日中眠くなるけど問題は無いとの事。ふらつきも無くなったと話している。

・奥山以依子様～担当医より皇太子をテレビで見たかとの問いに、「ウォーキングをしていたから見ていない」と答えている。ウォーキングと風呂掃除で3kgやせたと報告している。

・上久保善郎様～咳が有るとの事で、カフコデ7日分処方。3月青山荘退所予定で、本日も外泊に行くと報告している。

・鹿原　博夫様～「パン作りは少しずつうまくなっている」と報告している。変わりは無いとの事。

・前野　義勝様～腰痛はなく、風邪症状もないとの事。

・柳町　信之様～時折、痔の出血あるとの事。他は変わりないとの事。

・中居美津子様～熱はなく、風邪症状は軽かったと話している。PL3日分処方。

・久保　興介様～本日定期受診日ではないが、母様同伴で受診。吐気がおさまらないとの事で、現在処方されているナウゼリンが聞かないと話している。歯磨き時・緊張時・寒い時に吐気があるとの事。吐気止めは現在処方しているものしかない事伝えている。明日の定期受診も受診するとの事。

・富田　紀子様～月曜日は青明舎が休みの為、デイケア利用となっているが、担当医より無理せず、休む際はデイケアに連絡して休むよう伝えている。

・山田　健次様～特に変わりはないとの事。

・鈴木恵美子様～前回採血の結果で、血糖76mg/dl、グリコーゲン6.1。担当医より現在の食生活を続けるように伝えている。昨日の皇太子を見学しに行った事を報告している。

＜利用者様情報＞　

・繁名　和恵様～本日来所しているが、「頭が痛くて、一緒に幻聴も聞こえる。帰りたい」と訴えている。体調を尋ねると、最近は体調が悪く、風邪薬を服用しているとの事。幻聴については、他者と話をしていると幻聴は気にならないが、幻聴が聞こえている事で顔つきが険しくなり、そのことが相手を不快にするのではないかと話している。本人に本日は休み体調を整えるよう伝え、欠席としている。

昼食を注文していた為、12時に再び来所している。来所時は表情を穏やかで笑顔見られていたが、昼食摂取後、「頭が二つに割れそう」、「頭が爆発しそう」と話している。顔色良好、表情も穏やかであるが、デイケアで過ごす事できずに帰荘している。

⇒本人の精神状態、体調を考慮した上で、本人の訴えを傾聴し、デイケアで過ごす事が出来るように関わっていく。
・荒木地和弥様～本人より、「明日友人と遊びに行く為休みたい」との訴えあり。本人には今後休日に予定を入れて、通所日は確実に通所を行うように伝えている。

⇒以前「なんとなくデイケアに行きたくない」と話されていることもあるため、適宜担当スタッフで面談を行っていく。

・田向　玲美様～体重増加について、スタッフ、他メンバーに話しかけあり。「交際相手より『100kg超えたら別れる』と言われた」、「痩せなきゃと思うけど、そのストレスで余計に食べてしまう」と話している。また「生理がこない」とも話している。

夜間のトイレ覚醒が2～3回あるとの事で、水分摂取量を尋ねると、就寝前は飲まないが、夕食時1ℓのジュースを飲むとの事。水分摂取量が多い為、控えるよう伝えている。

・船場　幸子様～表情の硬さが見られている。以前は他者との会話中には笑顔見られていたが、最近は他者との会話がほとんどなく、会話中も表情の硬さあり。

⇒担当スタッフで面談を行う予定。本人の様子を注意して観察していく事。

・佐藤ミツ子様～運動プログラムの際に、出来ない内容のプログラムになると退室する事あり。声掛けするも「やらない」と話している。以前は同様の内容でも取り組む事が出来ており、気分変動によって参加できないことが考えられる。

⇒本人の気分変化を考慮し、スタッフを変えて声掛けを行っていく。

・袴田　淑子様～運動プログラムの際に見学する事あり。理由尋ねると出来ないからとの事。スタッフの再三の声掛けにてプログラムに参加し、最後まで取り組む事出来ている。同様の訴えある場合にはスタッフが声掛けしていく事とする。

・前野　義勝様～昨日ナイトケア来所時、昼食後薬を飲み忘れたと話し、服用している。「昼になんか忘れている気がしたんだよ」と話されている。夕食後薬は、帰宅後服用するとの事。忘薬が無いよう服薬状況の確認を行っていく。

「家のボイラーがうるさい。爆発しそうで気が気じゃない」との訴えあり。隣室者までボイラーの音が聞こえているとの事。大家さんに相談してみるよう伝えている。

＜新書式検討＞

・身体評価書式

「生活に必要な体力、機能があるか評価する」ことを目的として、『レクリエーション』という参考書のP９１６～９１７身体障害者用生活体力測定の評価表を参考に作成を進めていく。

＜広報活動：新聞について＞

新聞の内容について検討

案①　B4　一面に印刷




案②　B4　4P作成


	
	

	
	
	


＜通所利用者様検討＞

森田　清助様（56）　主病名：統合失調症　　

デイケア利用開始後：10ヶ月　　出席率：20～68％

検討内容
治療計画の再検討

現・治療計画

1 個別面談や余暇時間での個別的対応で、金銭や症状について振り返りを定期的に実施。必要に応じてアドバイスを行う。

2 余暇の活用方法については本人と話し合いながら、趣味の拡大を図る。

治療計画①について

· 金銭管理は出来ており、本人はお金が足りなくなる事はないと話している。

· 買いたい物はある時は、値段を調べて、貯金をしているとの事。

· パチンコには行っているとの事。

· 幻聴はなく、服薬も問題ないと話している。

⇒以前にパチンコで金銭を遣ってしまったことに対して自責の念があり、短絡的に入水自殺未遂にいたっている。金銭管理か上手くいかずに、再び自殺企図が考えられる為、治療計画①は継続とする。

治療計画②について

· 以前は「プログラムは暇だ」と話していることがあったが、現在は自分なりに過ごし方を考えてプログラムに取り組む事が出来ている。

· 余暇時も自分なりに時間を使うこと出来ており、他者と交流を持たれている。

⇒以上の様子が見られていることから、治療計画②は達成出来たものとする。

その他

・本人は「腰痛や頭痛での休みはズル休みだ」と話しているため、欠席する場合には、理由を作るのではなく、本当の理由を話すよう伝えていく。

新・治療計画

個別面談や余暇時間での個別的対応で、金銭や症状について振り返りを定期的に実施。必要に応じてアドバイスを行う。
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